
（別紙様式２－１）

大項目 小項目
生徒一人一人と
向き合う時間確
保の工夫

校務の精選と業務時
間（日課）の見直し

・日課を見直し、放課後の
活動時間帯を広げる
・校内連絡システム
（Chat&Messenger）を活
用して会議を削減する
・学校評議員会と学校運
営協議会の統合を図る

Ｂ

７時限日の掃除を６限
日の掃除延長で代替
し、放課後の活動時間
を生んだ。また評議員
会と運営協議会の統合
も図り業務の効率化を
図ることができた。今後
は運営協議会の組織体
制・協議内容等の分析・
検証が必要である。

生徒一人一人の
特性を生かした
活躍の場の設定

授業改革への取組と
リーダー養成

・職員の少人数グループ
による授業法の研鑽
・探究の問い・LOGICを中
心とした、全教科全領域
の授業改革
・意見表明力の養成
・ボランティア活動の充実

Ｂ

授業理解度は0.5p上が
り、78.4%だった。特に３
年生は昨年(２年次)の
79.8%から85.4%へと5.6p
上昇した。学年間でも１
年73.4%→２年76.4%→３
年85.4%と上昇。探究の
問いを中心とした授業
改善は進みつつある。

地域に根ざ
した特色あ
る中高一貫
教育の推
進

地域への丁寧な
情報発信

後期選抜における志
願倍率1.2倍

・高校説明会の内容の見
直し
・HPデザインの見直し
・中高６年間の教科指導
のグランドデザインの点
検・再設計
・管内中学校への定期的
な訪問と情報発信

Ｂ

宇土中新聞・宇土高新
聞を地域回覧板で全家
庭に回覧することで、学
校の教育活動を地域に
発信できた。新教育課
程の編成及び中高一貫
教育の教科指導モデル
は各教科で検討を進め
ている。

学力
向上

自学力の
育成

宅習時間の確保
と定期考査の成
績向上

・宅習時間の確保
（高１・２年＝週1000
分　高３＝週1500分）
・定期考査の平均点
の向上（全教科・科
目で平均55点以上）

・宅習時間調査の充実
（年４回）
・行事の精選と考査前の
学習時間の確保

Ｂ

宅習時間について、１・
２年の平日の宅習時間
を伸ばす工夫が必要で
ある。授業改善等により
成績不振者数は前年度
より減少している。

（県立高等学校・中学用）

①全職員が資質と指導力の向上及び授業改善に努め、生徒一人一人を理解しその個性を伸ばしながら、知･徳･
体の調和が取れ、自ら学び考え行動する、逞しく生きる力を備えた将来のリーダーを育成する。
②中高一貫の６年間及び高校３年間教育課程研究を推進し、宇土校ならではの教育活動を展開する。
③地域の小中学校等との連携をより一層深め、学校の見える化を図り地域に開かれた学校づくりに努める。

１　学校教育目標
　熊本県教育委員会の「平成３１年度県立中学校・高等学校における教育指導の重点」及び「平成３１年度人権教
育取組の方向」等を中心に据えながら、本校建学の精神である「質実剛健」のもと９９年の伝統を継承しつつ、中
高一貫教育校として新たな発展と創造をめざす。
   全職員は教育者としての自覚と使命感、教育的愛情と人権感覚を持ち、資質と指導力の向上に努め、生徒一
人ひとりの個性を伸ばしながら、知・徳・体の調和が取れ、自ら学び、自ら考え、自ら行動し、たくましく生きる力を
備えた将来のリーダーとなる青年の育成に努める。
   中高一貫教育校としての利点を生かし、効果的な教育のあり方を研究するとともに、地域との連携をより一層深
め、地域に開かれた特色ある学校づくりに努める。

２　本年度の目標

熊本県立宇土高等学校　令和元年度（２０１９年度）学校評価表

学校
経営

学校改革
の推進

３　自己評価総括表
評価項目

成果と課題評価評価の観点 具体的目標 具体的方策



自己の強み発見 自身の個性・強みを
考えた目標設定度９
０％以上

・進路希望調査
・年3回以上の面談の実
施と各部会等での情報の
交換

Ｂ

１年生は文理コース分
けのガイダンスを行い、
２年生は今年度から３
学期に巡回面談を行っ
た。

将来を見通した
キャリア構想

職業を見据えた進路
目標の設定度９０％
以上

・各大学オープンキャンパ
スへの参加、インターン
シップ、企業訪問、卒業
生による合格体験談

Ｂ

オープンキャンパスや
学びの部屋、1日看護
体験等に多くの生徒が
参加し、職業意識を高
めることができた。

進路意識の向上 進路ＬＨＲ、進路講話
等の満足度９０％以
上

・進路学習の充実、進路
講話、各種講演会
・大学の出前講座 Ｂ

系統的な進路学習と、
講演や出前講座により
進路目標への意欲を高
めることができた。

進路実績 第一希望合格を目指
し、難関大学２０名受
験を含む国公立大学
１００名合格

・Nステ・ゼミ・特別講座の
実践、模試の計画と詳細
な分析
・進路検討会、業者の研
修会・模試分析会参加
・面談等の実施

Ｂ

進路検討会は資料や説
明を工夫した。ＡＯ入
試・推薦入試では昨年
より国公立大合格者数
は減少したが、小論文
や面接指導を全職員で
取り組むことができた。

服装・あいさつ・
時間厳守の徹底

全職員による生徒指
導と生徒に寄り添っ
た配慮ある対応の実
践、充実度80％以上

・遅刻月３回以上者指導
・学年集会時の整容検査
と事後指導の徹底
・生活委員会によるあい
さつ運動の実施

Ｂ

遅刻者は学期に３回以上
が２名と少ない数ではある
が指導できた。服装検査も
学期に２回、再検査まで徹
底出来た。挨拶運動は
PTAと協力して実施出来
たが、委員会の取組が不
十分であった。

交通ルールの遵
守とマナーの向
上

交通ルール遵守率
80％以上、交通事
故・苦情0件

・職員、交通委員会の定
期的な交通指導
・啓発用のチラシの作成
と掲示
・交通安全教室の実施

Ｂ

交通指導は引き続き徹
底を図らなければ、事
故２件、自転車通学生
への苦情も多い。地域
住民の方から信頼され
るよう努力したい。

生徒会中心の行
事の運営

生徒会主催の行事の
企画・運営の充実、
アンケートによる満足
度90％以上

体育祭、文化祭、クラス
マッチの見直しと、より一
層の充実 A

体育祭、文化祭ともに
見直しが出来て、大変
充実した行事が出来
た。

各種委員会活動
の活性化

目標の明確化、生徒
自ら動く委員会活動
の実践、達成感90％
以上

・生徒会執行部の主体に
よる各種委員会の開催と
合同会議の企画・立案
・各種委員会の主体的な
活動による活性化

Ｂ

学校行事おける活動は
充実しているが、各委
員会独自の活動が継続
出来ていない。

一人一人
の進路目
標の達成

基本的生
活習慣の
確立

自主性や
社会性及
び公共性を
身につける

生徒
指導

キャリ
ア教
育
（進路
指導）

自己の発
見とキャリ
アの基礎
構築



命を大切に
する心を育
む指導

生徒自身が自己
を大切にし、他
人を思いやり、
いじめや差別を
許さない態度の
育成

人権意識、自尊感情
の向上、自己肯定感
90％以上

全教科・全領域におい
て、教師はもちろん生徒
相互間でも認め褒め励ま
す教育活動に取り組む Ｂ

他者を思いやる生徒が
多く、悩みを抱えても、
教師、生徒間でサポー
トし合える体制がある。

職員研修
の充実

人権教育の基本
的認識の確認と
実践力の向上

・職員研修の実践、
校外の研修に全員参
加、人権教育に関す
るレポートの作成
・いじめや差別事象
発生時において危機
管理マニュアルを活
用した迅速な対応

・教育実践の相互研鑽を
行い、人権問題に関する
深い認識と実践力を併せ
持った教職員集団づくり
に取り組む
・危機管理マニュアルの
周知徹底を図る

A

・校外への研修は、人
数制限や他の職務の調
整ができず、うまく運用
できなかった。レポート
研修は、今後の提出に
ついて検討中である。
・危機管理マニュアルに
ついては周知徹底はで
きた。

生徒の特性に合
わせた支援

・生徒理解を踏まえ
た適切な支援の実践
・個別の教育支援計
画及び指導計画を基
にした支援の充実
・不登校傾向の生徒
への支援と、カウンセ
ラー室の効果的な活
用

・特別な支援を要する生
徒に対する全職員の共通
理解を図り、環境整備に
努める
・保護者やSC、SSWを始
め外部機関とも協力・連
携を図りながら、サポート
会議やケース会議を開催
するなど、組織的な支援
を進める
・外部講師による職員の
研修を実施する

A

・特別支援教育委員会
を実施し、支援が必要
な生徒の状況について
情報を共有できた。・巡
回相談を活用し、対応
の仕方等について助言
をもらい支援につなげ
た。・別室登校生徒へ
の支援体制を充実させ
ることが必要である。

ストレス反応を
示す生徒への支
援

・ＳＣとの定期的な面
談の実施
・関係機関への引き
継ぎ

・学校や寮、また家庭など
の生活環境に起因するス
トレス反応を示す生徒をＳ
ＣやＳＳＷにつなぎ、スト
レスへの対処方を学ばせ
る

A

寮生、学校生活になじ
めない生徒等をSCにつ
なぎ、SCの先生から細
やかな助言をいただくこ
とができた。

いじめ防止
委員会主
導による啓
発

いじめを未然に
防ぐため、また
無くすために必
要な主体的な態
度の育成

・人権意識、自尊感
情の向上、いじめ0
（いじめ解消率
100％）
・いじめの早期発見
早期対応

・いじめ防止通信を年６回
発行する。いじめに関す
るアンケートを年２回実
施。心のきずなを深める
月間及び人権週間で人
権作文等を読む
・いじめを早期に発見する
ためのアンケートを実施
する

A

・通信は４回の発行と
なった。アンケートは２
回の実施。また、心のき
ずなを深める月間及び
人権週間では作文等を
読み、標語などの作成
を実施できた。・アン
ケートの実施はできた。
結果への対応もでき
た。

職員研修
の充実

いじめに関する
基本的認識の周
知徹底と生徒理
解力の向上

教職員が主体的にい
じめ問題について考
えることができる（ア
ンケートへの回答
100％）

いじめに関するアンケート
を分析した結果を共有す
ることで、研修効果を高
める A

すべての職員へ分析を
出せなかった。データの
共有をスムーズに行え
るようにしたい。（集計
等も含めて）

特別な支
援を必要と
する生徒へ
の的確な
対応

特別
支援
教育

人権
教育
の
推進

いじ
めの
防止
等



学校評議員会と学校
運営協議会の統合・
移行についてマス
タープランの作成

・学校評価に関するアン
ケート結果の検証と対策
・宇土市防災計画と本校
役割との摺り合わせ
・総合型運営協議会への
移行について、運営委員
による具体的研究
・評議員会・運営協議会
への諮問

Ｂ

学校運営協議会につい
ては、（防災型）から（総
合型）への緩やかな移
行について研究を進
め、宇土市と災害時の
避難所利用に関する基
本協定書を締結するこ
とができた。災害時対
応マニュアル・家庭での
防災教育について今後
研究を進める。

各種行事をとおした
地域への参加率（連
携率）の向上

・地域ボランティア・行事
の広報と周知
・参加に対する柔軟な対
応

A

生徒の、地域行事への
ボランティア参加意欲
は高い。課題研究を通
じた地域とのふれあい
も進みつつある。

ＨＰ・ブログの改善に
よる配信の充実

・HPトップページのリデザ
イン
・ブログ入力方法の周知
・見やすいＨＰへの改良

Ｂ

HPの見やすいデザイ
ン、シンプルなアクセス
という点ではまだ改善
の余地がある。CMSの
特性を生かしたデザイ
ン及び更新方法を今後
も研究する必要があ
る。

図書
館活
動

読書活動
の活性化

図書館の利用者
数の増加

１日当たりの図書館
来館者数１６０人以
上

・校内読書月間の実施
・特設図書コーナーや展
示の工夫
・広報誌『らいぶらりぃた
いむず』の定期的発行
・ＨＰブログでの情報発信

A

１日あたりの図書館来
館者数は183人で目標
を達成した。『らいぶら
りぃたいむず』を１２号、
新着図書案内を１５号
発行し、ＨＰブログに１１
回掲載し、読書推進に
向けて取り組んだ。

生徒対象にL・O・G・
I・C５観点を問う学校
独自問題「ロジック・
アセスメント」の開発

２学期実施に向け、SSH
推進委員を中心に教科と
連携して開発する。ロジッ
クルーブリック、LOGICガ
イドブックとの関連性も強
化する

Ｂ

ルーブリック及びガイド
ブックの充実及び関連
性の強化に対し、ロジッ
クアセスメントの開発に
要する時間確保が不十
分であった。

探究活動を評価する
ロジックルーブリッ
ク、ロジックチェックリ
スト開発

第一期に開発した評価を
もとに研究開発を推進す
る。パフォーマンス評価を
重視した評価方法を開発
する

Ｂ

評価方法の研究が進め
られている反面、評価
方法の共有や理解を図
る機会や研究の設定が
不十分であった。

職員の指導方法及び
生徒の成果を可視化
する機会を多く設定
する

職員研修・成果発表会実
施、研究集発行、LOGIC
ガイドブック開発、ロジッ
ク探究基礎、GS課題研究
の開発

A

探究活動の指導につい
て全校体制で展開する
ことができた。成果に対
し、難しさを抱えている
場面でのフォローアップ
の方法が課題である。

探究の「問い」を創る
授業、教科の枠を越
える授業の実践を共
有する機会を設定す
る

公開授業(夏:教科の枠を
越える授業、冬：探究の
「問い」を創る授業)及び
職員研修(探究活動の指
導方法)を実施する

Ｂ

各教科科目の授業設計
や実践に関する情報交
換する機会が増加し
た。成果に対し、学校内
で授業研究する時間設
定の困難さが課題で
あった。

SSH UTO-LOGICを
備えた人材育成
の評価方法を開
発する

探究活動及び探
究の「問い」を創
る授業の実践の
見える化”可視
化”教科の枠を
越えた授業の開
発

第二期実
践型、研究
開発課題
「未知なる
ものに挑む
UTO-
LOGICで切
り拓く探究
活動の実
践」の構想
具現化

全校体制
で展開する
探究活動
の実践及
び探究の
視点を授業
に入れた、
探究の「問
い」を創る
授業、教科
の枠を越え
た授業の
実践

地域
連携
（ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ・ｽ
ｸｰﾙ
など）

地域に開
かれた特
色ある学校
づくり

コミュニティス
クール（総合型）
への移行を図る



中高接続を踏ま
えたカリキュラ
ム・マネジメント
の実施

現在のカリキュラム
の効果を検証し、次
期学習指導要領を視
野に入れた教育課程
を研究する

教育課程研究委員会で
具体的に検討する

Ｂ

本年度は具体的な取組
までは至っていないが、
現カリキュラムの課題
等については議論を深
めることができた。

中高連携した学
校行事・生徒会
活動の充実

体育祭、文化祭等の
合同行事における一
体感の醸成と、満足
度90％以上

・生徒会を中心とした行事
の工夫と実践、全校集会
の活用
・保護者（ＰＴＡ）と一体と
なった行事の工夫

Ｂ

生徒会を主体とした学
校行事はより充実した
ものとなった。ＰＴＡから
も積極的な支援をいた
だいた。

中高
一貫
教育

宇土校なら
ではの中
高一貫教
育プログラ
ムの充実

　学校経営においては、日課の見直しや業務の整理、精選を進め、職員が生徒と向き合う時間の確保に努めた。
また、生徒募集に関しても、回覧板の活用、中学校への募集要項の持参など、地域への丁寧な情報発信を行っ
た。
　ＳＳＨ事業では、資質・能力の育成に重点を置いた探究型授業に全職員で取り組み、年２回実施の公開授業に
は全国から多数の視察があった。授業アンケートでは、９０％以上の生徒が「大変満足」または「ほぼ満足」と回答
しており、学年が上がるほど「大変満足」の割合が高い。取組が一定の成果を上げているものと評価できる。
　職員の自己評価では、特別支援教育やいじめ防止に関する項目の評価が高かった。ＳＣやＳＳＷなど外部機関
との連携、ケース会議の開催、いじめ防止に関する各種取組等が効果的に実施できたものと判断できる。評価表
には具体的項目が２８項目あるが、Ａ評価が９項目、Ｂ評価が１９項目であった。

６　次年度への課題・改善方策
　中学校の自己評価（２７項目中１９項目がＡ、８項目がＢ）と比較すると、全体的に厳しい評価となった。高校は職
員数が多く、特定の校務分掌の業務経験が長い職員も多い。分掌間のコミュニケーション不足もあり、可もなく不
可もなくといった評価の一要因になっていると思われる。部署の活性化という観点からも、流動性を持たせた人材
配置が必要だと思われる。
　生徒募集については、高校入試においてわずかながらも募集定員を志願者が上まわる結果となったが、引き続
き在校生の満足度を上げる取組と地域への魅力発信をしっかり行っていかねばならない。受け手の側にたった情
報発信を心がけていきたい。

４　学校関係者評価
・学校紹介のビデオを見たが、子供たちの表情が本当に良かった。とても子どもらしいなと思う（勉強ばっかりでは
ないですね）。このような子供たちを前にすると、学校のいろいろなことについて直接子供たちと話をしてみたい。
話す中で、子供たちは本当に「宇土校が好きなんだな」と感じると、我々も別の機会で宇土校の話をする場面が増
えると思う。
・国公立大学の合格者数の半分は中学入学の生徒（２クラス）で、残り半分が高校入学の生徒（４クラス）というこ
とですが、このことについては今後どのように対策していかれますか。
・中高一貫校としての宇土校なので、中学進学と高校進学でのクラス分けだと思うが、互いのコミュニケーションを
できるだけ取っていただき、よりよい関係性を保って欲しい。またリーダー育成も大切なことだが、今後地元をリー
ドし、地元を大切にしていけるリーダー作りにも力を入れて欲しい。
・学力向上において、授業の満足度＝理解度と判断できるか検証してもらいたい。理解度を数値で表せないだろう
か。
・ホームページが見づらいので、学校行事の情報提供など、もっとわかりやすくできないだろうか。
・評価表の各項目を全職員で自己評価しているが、各部署での業務内容の理解不足から、評価が甘くなっている
のではないか。
・なかなか表に出てこない生徒たちも、それぞれの子供たちの内発的動機付けへの関わり方で変わるチャンスが
必ずある。私が学校評議員やＰＴＡ役員等で関わらせていただいていることで、何かお役に立てるのであればぜひ
お声かけいただきたい。
・アンケートの中で、「全く当てはまらない」と回答している生徒、保護者が一定数いるのが残念である。ポジティブ
な意見が過半数だが、ネガティブな意見が半数近い項目もある。
・魅力ある学校となるよう、ＰＴＡも協力できればと思う。

５　総合評価


